
作
品
集

夏井 いつき 氏

結城 登美雄 氏

黒田 杏子 氏

青柳 健二 氏

東北お遍路俳句コンテスト選考委員

東北お遍路写真コンテスト選考委員

俳句

写真

第
四
回 
東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
五
回 
東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

2020
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句
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五
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ス
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作
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コ
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コ
ン
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ス
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品
当
選
者
発
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19

ご
あ
い
さ
つ

　

震
災
か
ら
十
度
目
の
三
月
を
迎
え
ま
し
た
。
十
年
ひ
と
昔
と
は
い
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
周
り
の
景

色
は
ま
だ
サ
イ
ズ
の
違
う
シ
ャ
ツ
を
着
た
み
た
い
な
、
な
か
な
か
馴
染
み
切
れ
な
い
心
地
で
す
。
新
し

い
土
地
に
住
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
人
た
ち
に
早
く
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
、
以
前
の
よ
う
に
支
え

合
う
暮
ら
し
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
は
無
残
に
も
そ
の
つ
な
が
り
を
分
断

し
ま
す
。
こ
の
十
年
で
、
今
こ
そ
「
絆
」
を
叫
ぶ
時
の
な
の
だ
と
痛
感
し
ま
す
。

　

東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
（
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
青
森
県
八
戸

市
）
に
、千
年
先
ま
で
語
り
継
ぎ
た
い
震
災
の
物
語
を
集
め
、慰
霊
と
鎮
魂
の
巡
礼
地
を
設
定
し
、遅
々

た
る
歩
み
で
す
が
毎
年
調
査
を
続
け
、
そ
の
数
も
92
ヶ
所
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
み
な
さ
ま
の
思

い
に
届
い
て
い
な
い
所
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
未
来
に
語
り
継
ぎ
た
い
物
語
や
命
を

つ
な
い
だ
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
私
た
ち
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
集
は
私
ど
も
が
主
催
し
ま
す
第
四
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
と
第
五
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

優
秀
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
特
集
と
し
て
仙
台
市
の
阿
部
堅
市
様
の
「
東
北
お
遍
路
巡
礼
地

百
五
句
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
先
日
阿
部
様
が
急
逝
さ
れ
た
と
知
ら
さ
れ
驚
き
ま
し
た
が
、
初
回
か

ら
頂
い
た
俳
句
が
百
五
句
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
に
巡
礼
地
を
折
込
ん
だ
俳
句
を
詠
ま
れ
て
い
て
、

私
た
ち
の
活
動
へ
の
応
援
句
と
受
留
め
ま
し
た
。
感
謝
と
と
も
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
新
妻
香
織

東
北
お
遍
路
巡
礼
地
92
ヶ
所

訪
ね
て
み
よ
う
！ 

青
森
県

　
● 

八
戸
市	

蕪
嶋
神
社

　
● 

階
上
町	

大
蛇
小
学
校
の
2
つ
の
津
波
の
碑

岩
手
県

　
● 

洋
野
町	

津
波
慰
霊
碑

　
● 

久
慈
市	

ケ
ル
ン
・
鎮
魂
の
鐘
と
光

　
● 

野
田
村	

大
鳥
居
と
楓
の
木

　
● 

普
代
村	

普
代
水
門

　
● 

田
野
畑
村	

机
浜
番
屋
群
／
宝
福
寺
／
カ
ル
ボ
ナ
ー
ド
島
越
駅

　
● 

岩
泉
町	

小
本
小
学
校
奇
跡
の
1
3
0
段
の
階
段

　
● 

宮
古
市	

�

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
中
の
浜
／
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
跡
／
田

老
の
防
波
堤
／
姉
吉
の
大
津
波
記
念
碑

　
● 

大
槌
町	

城
山
公
園
／
蓬
莱
島

　
● 

山
田
町	

御
蔵
山
／
鯨
と
海
の
科
学
館

　
● 

釜
石
市	

�

鵜
住
居
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
／
私
設
こ
す
も
す
公
園
（
希
望
の
壁

画
）
／
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
／
盛
岩
寺
／
津
波
て
ん
で

ん
こ
・
浜
町
避
難
道
路

　
● 

大
船
渡
市	

�

津
波
記
念
石
／
津
波
を
見
て
い
た
3
本
の
大
木　

大
ケ
ヤ
キ
・
ポ

プ
ラ
・
大
ス
ギ
と
未
音
崎
湾
望
台

　
● 

陸
前
高
田
市	

�

奇
跡
の
一
本
松
／
普
門
寺
／
箱
根
山
の
希
望
の
灯
り
と
小
友
地
蔵

尊
／
陸
前
高
田
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

宮
城
県

　
●

気
仙
沼
市	

�

早
馬
神
社
／
紫
神
社
／
み
ち
び
き
地
蔵
／
尾
崎
大
明
神
／
地
福
寺
、

岩
井
崎
（
龍
の
松
、
秀
ノ
山
雷
五
郎
像
）
／
古
谷
館
八
幡
神
社
／

旧
気
仙
沼
向
洋
高
校
／
唐
桑
半
島
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
●

南
三
陸
町	

上
山
八
幡
宮　

波
来

　
●

石
巻
市	

�

石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
／
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

／
門
脇
町
を
見
守
る
お
地
蔵
さ
ま
（
西
光
寺
）
／
日
和
山
公
園
／

普
誓
寺
／
十
八
成
浜
白
山
神
社
／
大
川
小
学
校
／
門
脇
小
学
校

　
●

東
松
島
市	

�

貞
観
地
震
の
千
年
石
碑
と
観
音
寺
／
旧
野
蒜
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

　
●

松
島
町	

瑞
巌
寺
・
観
瀾
亭

　
●

七
ヶ
浜
町	

同
性
寺

　
●

多
賀
城
市	

末
の
松
山
（
宝
国
寺
）

　
●

仙
台
市	

�

蒲
生
干
潟
／
浪
分
神
社
／
中
野
地
区
地
域
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
／
荒
浜

地
区
住
宅
基
礎
群
／
旧
仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校

　
●

名
取
市	

閖
上
漁
港
と
日
和
山
／
仙
台
空
港

　
●

岩
沼
市	

千
年
希
望
の
丘

　
●
岩
沼
市
～
石
巻
市	

貞
山
運
河

　
●

亘
理
町	

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

　
●

山
元
町	

戸
花
山
／
旧
中
浜
小
学
校
と
千
年
塔
／
磯
崎
山
公
園

福
島
県

　
●

新
地
町	

龍
昌
寺
／
安
波
津
野
神
社
／
大
戸
浜
観
音
堂

　
●

相
馬
市	

津
神
社
／
松
川
浦
／
長
命
寺
／
稲
荷
神
社
（
寄
木
神
社
）

　
●

南
相
馬
市	

�

山
田
神
社
／
御
刀
神
社
／
北
萱
浜
神
社
／
相
馬
小
高
神
社
／
日
鷲

神
社　

　
●

浪
江
町	

�

大
聖
寺
／
請
戸
小
学
校
跡
と
大
平
山
霊
園
／
両
竹
諏
訪
神
社
と
復

興
祈
念
公
園
（
浪
江
町
）

　
●

双
葉
町	

初
発
神
社

　
●

大
熊
町	

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
／
熊
川
海
水
浴
場

　
●

富
岡
町	

夜
ノ
森
駅
と
桜
並
木

　
●

楢
葉
町	

天
神
岬
／
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
●

広
野
町	

修
行
院

　
●

い
わ
き
市	

�

稲
荷
神
社
／
道
山
林
／
塩
屋
崎
灯
台
と
薄
磯
・
豊
間
海
水
浴
場
／

ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
／
勿
来
の
記
憶
の
広
場

（
2
0
2
1
年
2
月
現
在
）
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
四
回

黒
田 

杏
子 

氏  

選
評

天地

ふ
る
さ
と
は
陸
前
高
田
秋
燕

除
夜
の
鐘
三
陸
の
海う

な

底そ
こ

に
尽
く

華
さ
ん
の
故
郷
陸
前
高
田
は
津
波
に
さ
ら
わ
れ
て
、
す
っ
か
り
景
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
変
わ
り
果
て
た
光
景
の
空
を
今
秋
燕
が
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
と
舞
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
東
京
に
住
ん

で
い
る
け
れ
ど
、
私
の
古
郷
ふ
る
さ
と
は
こ
こ
で
す
。
と
言
い
切
っ
て
見
事
な
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

作
者
の
和
子
さ
ん
は
、
先
ほ
ど
の
華
さ
ん
の
お
祖
母
さ
ん
。
長
い
俳
歴
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
俳
人
。

茶
道
の
教
授
で
も
あ
り
ま
す
。
嫁
い
で
こ
ら
れ
た
陸
前
高
田
の
家
屋
敷
ほ
か
す
べ
て
海
の
底
に
。

除
夜
の
鐘
の
句
と
し
て
凄
い
作
品
。

菅
原　

華
（
東
京
都
台
東
区 

23
歳
）

菅
原 

和
子
（
東
京
都
台
東
区 

86
歳
）

入
選

除
染
し
て
ま
た
除
染
し
て
生
き
る
春	

堀　

卓
（
千
葉
県
松
戸
市 

48
歳
）

教
え
子
は
園
児
を
守
り
流
星
に	

岸　

浩
子
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市 

64
歳
）

祈
る
と
は
海
を
見
る
こ
と
白
日
傘	

三
野
宮 

照
枝
（
青
森
県
八
戸
市 

67
歳
）

家
族
み
な
連
れ
去
り
し
海
波
静
か	

南
部　

努
（
宮
城
県
仙
台
市 

69
歳
）

春
か
な
し
何
も
変
わ
ら
ぬ
十
年
目	

海
老
沢 

法
導
（
宮
城
県
仙
台
市
・
71
歳
）

生
き
残
り
鶴
を
折
る
の
み
三
月
来	

小
野　

豊
（
宮
城
県
仙
台
市 

61
歳
）

記
憶
み
な
水
に
つ
な
が
る
三
月
来	

古
市 

文
子
（
福
島
県
い
わ
き
市 

78
歳
）

崖
下
の
さ
く
ら
が
墓
標
怒
涛
音	

西
山 

逢
美
（
福
島
県
い
わ
き
市 

85
歳
）

灯
台
の
光
慈
母
観
音
の
瞳	

吉
田 

ゆ
か
り
（
福
島
県
い
わ
き
市 

45
歳
）

果
て
し
な
き
廃
炉
作
業
や
星
祭	

平
子 

玲
子
（
福
島
県
い
わ
き
市 

73
歳
）

人

な
ん
と
こ
の
作
者
、華
さ
ん
の
母
で
あ
り
、和
子
さ
ん
の
ご
長
女
。
大
変
な
事
で
す
。
三
代
の
女
性
が
揃
っ

て
応
募
さ
れ
、
一
家
で【
天
】【
地
】【
人
】の
作
品
を
示
さ
れ
た
の
で
す
。
知
人
な
の
で
作
品
を
頂
い
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
代
そ
れ
ぞ
れ
が
秀
句
を
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
感
動
で
す
ね
。
快
挙
で
す
‼

作
者
は
若
干
21
歳
。
3
・
11
の
時
は
何
歳
で
い
ら
し
た
か
と
数
え
て
驚
き
ま
す
。
俳
句
と
い
う

世
界
最
短
の
詩
。
そ
の
底
力
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
想
像
力
の
勝
利
。
こ
の
よ
う

な
作
品
の
出
現
に
よ
り
、
東
北
お
遍
路
俳
句
大
会
は
輝
く
の
で
す
。

山
口
県
光
市
に
住
む
作
者
の
作
品
。
東
北
・
み
ち
の
く
の
人
々
に
対
す
る
エ
ー
ル
と
受
け
と
め

ま
し
た
。
作
者
の
深
い
想
い
が
一
語
一
語
に
し
っ
か
り
と
こ
め
ら
れ
て
い
て
、
励
ま
さ
れ
ま
す
。

こ
の
俳
句
大
会
の
存
在
と
拡
が
り
が
実
感
で
き
て
喜
び
ま
し
た
。

稲
穂
満
つ
野
蒜
の
駅
の
赤
鉄
路

卒
業
の
机
に
い
っ
ぱ
い
の
土
砂
は

照
ら
す
べ
き
雲
な
き
月
よ
東
北
よ

菅
原 

有
美
（
東
京
都
台
東
区 

59
歳
）

渡
部 
稜
也
（
愛
媛
県
松
前
町 

21
歳
）

松
本 

利
幸
（
山
口
県
光
市 

71
歳
）
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
四
回

夏
井 

い
つ
き 

氏  

選
評

天地

み
ち
の
く
の
遍
路
へ
先
を
ゆ
ず
り
け
り

陸
前
な
に
が
し
の
駅
名
多
し
冬
隣

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
き
、
東
北
お
遍
路
を
す
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

遍
路
の
心
と
物
見
遊
山
で
は
、
自
ず
と
歩
幅
も
速
度
も
違
っ
て
き
ま
す
。「
遍
路
」
の
後
ろ
姿

を
見
送
り
つ
つ
、「
み
ち
の
く
」
の
遅
い
春
の
訪
れ
を
眺
め
る
作
者
。
か
の
三
月
の
記
憶
を
含
ん

だ
春
は
、
残
酷
な
ま
で
に
美
し
い
春
な
の
で
し
ょ
う
。

駅
名
に
残
る
陸
前
の
名
称
は
、
陸
前
国
へ
の
は
る
か
な
想
い
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
十
年

前
の
災
害
は
、
そ
の
陸
前
の
駅
を
飲
み
込
み
多
く
の
思
い
出
も
流
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
陸
前

と
人
々
へ
の
想
い
は
駅
名
と
と
も
に
消
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
ゆ
く
。
冬
は
も
う
そ
こ
に
来
て
い
ま
す
。

曽
根 

新
五
郎
（
東
京
都
新
島
村 

65
歳
）

梅
田 

昌
孝
（
愛
知
県
北
名
古
屋
市 

67
歳
）

入
選

弟
の
新
米
配
る
仮
設
棟	

鈴
木 

睦
子
（
岩
手
県
盛
岡
市 

84
歳
）

見
え
て
ゐ
て
灯
台
遠
し
稲
の
花	

佐
藤 

広
和
（
宮
城
県
仙
台
市 

59
歳
）

梅
雨
晴
れ
の
正
教
会
の
畳
の
間	

福
田 

良
光
（
宮
城
県
仙
台
市 

62
歳
）

さ
は
や
か
や
海
面
に
手
振
る
我
れ
の
影	

池
添 

怜
子
（
宮
城
県
仙
台
市 

82
歳
）

蛇
穴
に
入
る
結
願
は
廃
炉
窟	

島　

文
庫
（
宮
城
県
仙
台
市 

69
歳
）

ひ
と
昔
と
い
う
ほ
ど
経
た
り
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ 

新
谷 

香
織
（
福
島
県
相
馬
市 

60
歳
）

秋
高
し
赤
松
香
る
勿
来
関	

森
高 

武
（
福
島
県
い
わ
き
市 

71
歳
）

穂
絮
と
ぶ
帰
還
困
難
地
区
の
道	

伊
藤 

弘
子
（
福
島
県
い
わ
き
市 

73
歳
）

風
薫
る
被
災
跡
地
の
町
の
バ
ス	

羽
矢 

眞
人
（
千
葉
県
富
津
市 

76
歳
）

星
月
夜
ひ
ょ
う
た
ん
島
は
も
う
寝
た
か	

高
橋 

富
久
江
（
千
葉
県
君
津
市 

78
歳
）

人

多
く
の
物
が
流
さ
れ
た
な
か
、
静
か
に
残
っ
て
い
る
瓦
、
教
会
の
十
字
架
。「
十
」
の
響
き
の
重

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
秋
の
雲
は
十
年
も
変
わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
、
見
つ

め
続
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

い
ま
だ
「
骸
」
と
し
て
存
在
す
る
庁
舎
。
骨
組
み
だ
け
に
な
っ
て
も
、
月
を
宿
す
よ
う
に
月
光

に
包
ま
れ
る
よ
う
に
夜
を
重
ね
て
ゆ
き
ま
す
。
汽
笛
が
、
心
に
し
み
じ
み
と
響
く
夜
で
す
。

か
つ
て
の
学
び
舎
も
濁
流
の
洗
礼
を
受
け
、
残
骸
と
し
て
今
、
有
る
の
で
す
。
卒
業
す
る
ま
で

座
っ
て
い
た
机
も
土
砂
に
飲
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
も
、「
い
っ
ぱ
い
」
の
土
砂
で
す
。
切
れ
の

な
い
下
五
か
ら
は
、
土
砂
が
襲
っ
た
学
校
の
情
景
へ
痛
み
を
持
っ
て
続
い
て
ゆ
き
ま
す
。

十
年
目
の
瓦
・
十
字
架
・
秋
の
雲

月
宿
る
庁
舎
の
む
く
ろ
遠
汽
笛

卒
業
の
机
に
い
っ
ぱ
い
の
土
砂
は

林 

美
佐
子
（
宮
城
県
仙
台
市 

81
歳
）

木
下 
あ
き
ら
（
宮
城
県
仙
台
市 

81
歳
）

渡
部 

稜
也
（
愛
媛
県
松
前
町 
21
歳
）
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俳
句
コ
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ス
ト

第
四
回

守
ら
れ
て
命
が
ひ
と
つ
春
の
野
辺	

岩
渕 

真
智
子	

（
北
海
道
函
館
市 

67
歳
）

さ
れ
ど
海
は
母
な
る
と
こ
ろ
遠
花
火	

村
田 

加
寿
子	

（
青
森
県
八
戸
市 

69
歳
）

鯖
雲
の
下
に
鎮
も
る
五
大
堂	

南　

美
智
子	

（
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町 

81
歳
）

亡
き
母
と
同
行
二
人
の
遍
路
行
く	

小
松 

紀
子	

（
秋
田
県
大
仙
市 

69
歳
）

秋
彼
岸
尋
ね
尋
ね
て
同
性
寺	

及
川 

貞
志	

（
岩
手
県
遠
野
市 

94
歳
）

葉
月
潮
浜
の
再
生
一
歩
ず
つ	

豊
島 

喜
美
子	

（
岩
手
県
宮
古
市 

64
歳
）

海
何
処
一
本
松
の
声
を
き
く	

吉
川 

香
廉	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

43
歳
）

小
流
れ
も
生
家
も
消
え
ぬ
赤
と
ん
ぼ	

二
階
堂 

光
江	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

66
歳
）

ま
た
一
つ
遺
構
の
消
ゆ
る
つ
く
つ
く
し	

阿
部 

ゆ
き
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

68
歳
）

五
百
羅
漢
み
な
お
だ
や
か
に
秋
の
蝶	

大
信
田 

宏
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

72
歳
）

小
四
の
ま
ま
の
娘
や
赤
と
ん
ぼ	

畑　

育
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

67
歳
）

空
蝉
や
草
払
ひ
つ
つ
海
嘯
碑	

菊
池 

留
美
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

72
歳
）

淋
し
さ
の
果
て
ぬ
我
が
世
ぞ
桜
の
旅	

武
田 

本
子	

（
山
形
県
東
根
市 

85
歳
）

瓦
礫
野
に
な
り
て
も
我
家
雉
子
鳴
く	

小
松 

隆
碧	

（
宮
城
県
多
賀
城
市 

71
歳
）

一
本
松
高
田
を
照
ら
す
灯
台
守	

阿
部 

澄
江	

（
宮
城
県
大
崎
市 

66
歳
）

秋
う
ら
ら
い
の
ち
の
石
碑
な
ぞ
り
ゆ
く	

今
野 

紀
美
子	

（
宮
城
県
塩
釜
市 

80
歳
）

連
凧
や
津
波
の
浜
に
戯
れ
て	

板
垣 

美
樹	

（
宮
城
県
東
松
島
市 

55
歳
）

潮
の
香
の
錆
し
鉄
骨
朝
の
虹	

八
島　

敏	

（
宮
城
県
仙
台
市 

74
歳
）

町
並
も
変
り
秋
雨
し
と
し
と
と	

佐
藤 

妙
子	

（
宮
城
県
仙
台
市 

78
歳
）

握
り
し
め
琥
珀
に
祈
る
久
慈
の
夏	

高
橋 

さ
と
か	

（
宮
城
県
仙
台
市 

70
歳
）

夕
凪
に
立
た
ず
み
黙
す
龍
の
松	
翠
風		



（
宮
城
県
仙
台
市 

69
歳
）

基
礎
群
に
夏
草
茂
り
天
下
取
る	
佐
藤 

嘉
子	

（
宮
城
県
仙
台
市 

77
歳
）

舞
い
散
る
葉
平
穏
祈
り
て
瑞
巌
寺	

早
坂 
ひ
ろ
子	

（
宮
城
県
仙
台
市 

82
歳
）

杉
木
立
な
き
参
道
や
冬
の
朝	

土
生 
良
枝	

（
宮
城
県
仙
台
市 

72
歳
）

夏
の
海
色
と
り
ど
り
に
傘
の
花	

庄
子 

源
六	

（
宮
城
県
仙
台
市 

82
歳
）

余
寒
な
ほ
教
室
の
壁
鎮
魂
歌	

小
野 

邦
子	
（
宮
城
県
仙
台
市 

78
歳
）

入
彼
岸
亡
友
の
名
呼
ば
ふ
慰
霊
の
碑	

須
藤 

智
恵
子	

（
宮
城
県
仙
台
市 

75
歳
）

鐘
渡
る
彼
岸
花
燃
ゆ
津
波
跡	

松
永 

宏
子	

（
宮
城
県
仙
台
市 

80
歳
）

涙
し
て
祈
る
親
子
や
海
施
餓
鬼	

高
橋 

英
夫	

（
宮
城
県
仙
台
市 

72
歳
）

災
い
も
み
ん
な
つ
つ
ん
で
仲な

秋か

の
月	

小
西　

徹	

（
宮
城
県
仙
台
市 
74
歳
）

学
び
舎
に
響
く
声
な
き
新
学
期	

大
柳　

純	

（
宮
城
県
仙
台
市 
64
歳
）

鐘
撞
き
も
板
に
つ
き
た
る
菊
日
和	

平
塚 

漁
市	

（
宮
城
県
名
取
市 

69
歳
）

幼
子
も
描
き
て
伝
ふ
絵
灯
籠	

齋
藤 

美
保
女	

（
福
島
県
郡
山
市 

65
歳
）

花
の
雨
夜
ノ
森
駅
の
ほ
の
灯
り	

宗
像 

眞
知
子	

（
福
島
県
三
春
町 

69
歳
）

野
座
仏
の
倒
れ
し
ま
ま
や
忘
れ
花	

國
分 

千
恵	

（
福
島
県
須
賀
川
市 

62
歳
）

夏
空
へ
防
災
緑
地
の
松
育
つ	

森
高 

さ
よ
こ	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

72
歳
）

行
き
ず
り
の
遍
路
の
会
釈
さ
や
け
か
り	

齋
藤 

稔	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

89
歳
）

津
波
禍
の
賽
の
河
原
の
野
紺
菊	

石
井 

基
予
子	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

75
歳
）

早
春
や
被
災
の
浜
に
家
並
の
灯	

佐
藤 

や
す
こ	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

72
歳
）

秋
の
潮
鎮
魂
の
鐘
運
び
消
ゆ	

新
妻 

洋
子	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

69
歳
）

魂
通
う
潮
騒
に
乗
る
彼
岸
舟	

高
萩 

弘
道	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

84
歳
）

押
し
黙
る
原
発
建
屋
の
冬
の
月	

中
村 

正
弘	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

77
歳
）

入
道
雲
よ
う
や
く
君
に
似
て
き
た
り	

佐
藤 

香
澄	

（
新
潟
県
燕
市 

70
歳
）

瑞
巌
寺
抜
け
が
ら
の
吾
を
納
む
秋	

花
形 

星
子	

（
群
馬
県
前
橋
市 

75
歳
）

三
密
は
此
の
道
に
無
い
遍
路
行
く	

関
口 

芳
男	

（
栃
木
県
日
光
市 

62
歳
）

請
戸
港
見
詰
む
母
子
像
い
わ
し
雲	

飛
田 

キ
ミ
子	

（
茨
城
県
北
茨
城
市 

72
歳
）

人
住
め
ぬ
家
や
健
気
に
石
蕗
の
花	

児
玉 

孝
子	

（
茨
城
県
北
茨
城
市 

76
歳
）

去
年
の
日
を
忘
れ
ず
に
咲
く
曼
珠
沙
華	

増
田 

信
雄	

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

82
歳
）

炎
天
に
朽
木
の
匂
い
サ
ン
フ
ァ
ン
号	

吉
村 

り
つ
子	

（
千
葉
県
柏
市
）

眠
ら
な
い
希
望
の
壁
画
山
眠
る	

明  

惟
久
里	

（
東
京
都
練
馬
区 

57
歳
）

つ
ゆ
草
や
忘
れ
た
く
な
し
忘
れ
た
し	

木
寺 

洋
子	

（
東
京
都
世
田
谷
区 

65
歳
）

義
家
の
騎
馬
像
に
飛
花
落
花
か
な	

伊
藤 

一
泊	

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市 

85
歳
）

震
え
て
る
一
本
松
に
襟
巻
を	

廣
瀬 

昭
美	

（
山
梨
県
山
梨
市 

44
歳
）

三
月
十
一
日
誰
に
も
言
は
ず
修
し
け
り	

合
田 

マ
サ
ル	

（
大
阪
府
堺
市 

81
歳
）

鎮
魂
の
石
積
み
を
れ
ば
暮
早
し	

井
上 

昌
子	

（
大
阪
府
堺
市 

80
歳
）

選
外
作
品
五
十
五
句
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青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

福
島
県

大
蛇
小
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
海ご

猫め

の
声

津
波
の
碑
一
頭
の
み
の
鳳
あ
げ
は
ち
ょ
う蝶

道
し
る
べ
久
慈
に
弥
生
の
巡
り
き
て

彼
岸
進
む
も
退
く
も
な
ら
ぬ
階
段

水
門
の
開
閉
自
在
小こ
ろ
く
が
つ

六
月

秋
の
暮
一ひ
と
り
ぼ
っ
ち

人
法
師
の
中
の
浜

中
の
浜
土
用
硯
の
深
呼
吸

蓬ほ
う
ら
い萊
に
す
ま
う
仙
人
ひ
ょ
っ
こ
り
と

あ
ま
ち
ゃ
ん
と
あ
ま
び
え
の
夏
中
の
浜

竜
田
姫
い
た
こ
の
お
告
げ
積
む
ケ
ル
ン

御
戻
り
は
疫
病
神
か
大
鳥
居

厄
落
希
望
の
壁
画
鉄
の
町

百
三
十
段
一
気
に
跣は
だ
し足

の
子
供
達

メ
モ
リ
ア
ル
想
い
お
こ
す
は
春
の
雪

鳥と
り
も
ぐ
り
曇
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
家
族
愛

三
本
の
木
に
耳
あ
り
き
海ご

猫め

渡
る

学
会
も
科
学
も
ポ
プ
ラ
の
絮わ
た

の
よ
う

辰た
つ
み
か
ぜ

巳
風
沖
の
鳥
山
番
屋
番

復
興
も
コ
ロ
ナ
に
声
な
き
ス
タ
ジ
ア
ム

コ
ロ
ナ
禍
や
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
夏

乗
り
合
わ
す
気
仙
大
工
や
杜と
う
　
じ氏
来
る

つ
ば
め
く
る
宮
城
に
ふ
た
つ
日
和
山　

旅た
び
は
じ
め初
末
の
松
山
鞘さ
や
み
ど
う

御
堂

鳥
の
海
花か
げ
つ月
を
視
野
に
風
の
陣

正
教
会
祈
り
捧
げ
る
謝
肉
祭

手
数
入
り
は
雷ら
い

ご
ろ
ご
ろ
と
秀
ノ
山

戻
り
鴫し
ぎ

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

鳴
り
砂
を
泣
か
し
め
九
年
望
し
お
ま
ね
き潮

声
も
な
し
雪
の
住
宅
基
礎
群
に

鯵あ
じ
さ
し刺

の
盛
り
の
声
ぞ
蒲
生
潟

む
ら
ぎ
も
の
こ
こ
ろ
温
し
や
鳥
の
海

戸
花
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
秋
の
雲

夏
草
や
末
の
松
山
わ
ら
じ
が
け

夏
怒
濤
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
日
和
山

送お
く
り
ま
ぜ

南
風
て
っ
ぺ
ん
低
き
日
和
山

だ
ぼ
鯊は
ぜ

も
釣
る
や
貞
山
運
河
に
て

起
承
転
く
も
の
い
結
ぶ
荒
浜
に

永
き
日
や
読
み
仮
名
を
ふ
る
閖ゆ
り
あ
げ上

と

時し
ぐ
れ
き

雨
忌
や
宝
国
寺
よ
り
時
の
鐘

ア
マ
ビ
エ
の
絵
日
盛
り
の
鳥
の
海

ど
ぶ
板
の
横
丁
抜
け
て
文
殊
蘭

復
興
の
夏
念
仏
や
大
戸
浜

安
波
津
野
や
え
び
す
だ
い
こ
く
神
還
り

ひ
ば
り
が
原
旗
指
物
に
夏
の
風

運
動
会
校
庭
の
土
入
れ
替
え
て

す
が
洩も

り
や
南
相
馬
の
神
か
み
や
し
ろ社

封
鎖
路
の
先
に
獣
の
か
ま
い
時

春
疾
風
福
島
第
一
原
発
に

復
旧
の
夜
ノ
森
さ
く
ら
た
け
な
わ
に

土
用
凪
富
岡
町
の
パ
ト
ロ
ー
ル

去こ

ぞ

こ

と

し

年
今
年
浪
江
を
統
べ
る
請
戸
川

起
き
上
が
り
小
法
師
磐い

わ
く
ら座
に
い
な
つ
る
び

日ひ
が
み
な
り雷
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ
の
喫
煙
所

九
年
目
の
悔
や
み
千
屈
菜
大
聖
寺

鷹
化
し
て
鳩
と
な
る
修
行
院
の
寂

十
年
の
堰せ
き

越
す
勿な
こ
そ来

の
植
樹
祭

夜
ノ
森
に
寂
鮟あ
ん
こ
う鱇

の
吊
し
切
り

日
盛
り
の
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ
に
無
音
の
目

三さ
ん

の
替
か
わ
り

無
音
の
人
ら
夜
ノ
森
に

十
年
の
堰
越
ゆ
勿
来
の
神
か
み
あ
そ
び遊
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そ
の
他

マ
ス
ク
す
る
読
経
の
低
く
籠
る
声

法
師
蝉
停
ま
り
回
ら
ぬ
赤
灯
に

乞
食
ね
ぎ
悲
喜
交
交
を
見
知
り
お
り

隻せ
き
が
ん眼
の
見
据
え
し
世
界
目め
ば
り貼
剥
ぐ

忘
れ
得
ぬ
森
羅
万
象
西さ
い
ぎ
ょ
う
き

行
忌

草
若
葉
仮
設
住
宅
配
置
薬

不
明
者
は
不
明
の
ま
ま
に
浜
は
ま
う
つ
ぼ靫

南
無
地
蔵
な
に
は
と
ま
れ
と
餅
搗
き
を

赤
腹
や
青
空
映
す
水
鏡

庭
下
駄
の
音
に
ま
つ
わ
る
鳳
あ
げ
は
ち
ょ
う蝶

あ
ま
び
ゑ
と
羅
漢
の
ゑ
が
え
お
若
楓

義
経
も
基キ
リ
ス
ト督
も
も
し
や
遍
路
笠

雪ゆ
き
ば
ん
ば婆
日
の
下
開
山
手で
　
ず
　
い

数
入
り
に

時
雨
忌
や
み
ち
の
お
く
へ
と
膝
栗
毛

は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
瓦
礫
の
先
に
春

初
泣
や
婚
七
年
目
新
生
児

双
頭
の
う
わ
ば
み
昼
の
生
ビ
ー
ル

海
山
を
具
つ
ぶ
さ
に
カ
レ
ー
今
年
米

鎮
魂
の
早
春
湑し
た

み
酒し
ゅ

嘴
く
ち
ば
し

長
く
し
て

こ
み
あ
げ
る
夕
焼
だ
ん
だ
ん
登
る
た
び

遍
路
道
さ
き
が
け
て
ゆ
く
渡
り
漁
夫

湯
治
宿
主
の
居
な
い
春
火
鉢

野
馬
も
ゆ
る
同
行
二
人
蓑
を
剥
ぐ

山
笑
う
こ
れ
よ
り
鼻
は
下
馬
下
乗

嫁
叩
無
口
な
る
庶
子
左
利
き

九
年
目
の
春
出
航
の
捕
鯨
船

村
芝
居
化
粧
も
興
き
ょ
う

も
い
ま
ひ
と
つ

鰯
雲
今
ぞ
描
け
ぬ
余
白
あ
り

九
年
後
に
ま
さ
か
ま
さ
か
の
春
の
乱

石
や
木
や
神
の
社
や
人
の
汗

蓬
莱
に
眠
れ
る
許あ
ま
た多

放ほ
う
さ
い
き

哉
忌

新
札
と
見
え
ぬ
コ
ロ
ナ
と
海
開

瞬
ま
ば
た
きの
間
と
ぞ
思
え
り
愛
の
羽
根

巻
き
直
す
発ぜ
ん
ま
い
ど
け
い

条
時
計
夜
半
の
秋　

林
立
の
ビ
ル
を
濯す
す

い
で
秋あ
き
つ
い
り

黴
雨

暑
し
三
・
一
一
の
瑕き
ず
す
え陶

の
像

挙
手
を
も
て
田で
ん

鼠そ

化
し
て
鶉
う
ず
ら

と
な
る
や

橋
ひ
と
つ
亘わ
た

り
こ
れ
よ
り
秋
の
峰

寸ず

た

ず

た

断
寸
断
の
家
族
の
絆
震
災
忌

秋
の
蝿
足
り
ず
た
ら
ず
の
暮
し
む
き

❖ 

阿
部  

堅
市 

あ
べ 

け
ん
い
ち

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
愛
し
、
文
学
な
ど
無

縁
な
生
活
だ
っ
た
が
、
50
歳
で
体
を
壊

し
た
の
を
機
に
、
文
学
を
楽
し
む
生
活

に
。
主
に
は
短
歌
を
詠
ん
だ
が
、
俳
句
、

川
柳
な
ど
い
ろ
い
ろ
嗜
み
、
受
賞
歴
も

各
種
。
仙 

拓
野
の
号
は
元
々
洗
濯
屋

を
営
ん
で
い
た
か
ら
。
仙
台
市
八
木
山

在
住
、
76
歳
だ
っ
た
。



東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

作
品
集

第
五
回

15 14

原
発
事
故
の
後
、
双
葉
町
の
多
く

の
住
民
は
い
わ
き
市
に
避
難
し
、

今
も
多
く
の
住
民
が
い
わ
き
市
に

お
り
ま
す
。
毎
年
お
正
月
に
は
双

葉
の
方
々
が
恒
例
の
ダ
ル
マ
祭
り
を

い
わ
き
市
で
開
い
て
い
ま
す
。

〔
撮
影
・
福
島
県
い
わ
き
市
勿
来
町
酒
井
原

／
２
０
１
９
年
１
月
13
日 

〕

庭
野 

陽
子
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
フ
タ
バ
ダ
ル
マ
空
高
く
』

最
優
秀
賞

写真
高
橋 

達
也
（
宮
城
県
石
巻
市
）

『
初
春　
多
幸
揚
げ
』

斎
藤 

奨
司
（
青
森
県
階
上
町
）

『
鐘
へ
の
願
い
』

優
秀
賞

優
秀
賞

東
松
島
で
は
震
災
後
、

毎
年
元
旦
の
朝
、
震

災
か
ら
の
復
興
と
地

域
住
民
の
幸
せ
を
願
っ

て
、
多た

幸こ
う

揚
げ
大
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
会

場
の
野の
び
る蒜
海
岸
で
は
、

初
日
の
出
と
多
幸
揚

げ
を
見
に
、
多
く
の

市
民
が
訪
れ
ま
す
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
東
松
島
市

／
2
0
1
9
年
1
月
1
日 

〕

寺
下
観
音
の
鐘
に
頭

を
入
れ
、
願
を
か
け
て

突
い
て
も
ら
う
と
、
頭

が
良
く
な
る
と
伝
わ
る

鐘
で
す
。例
大
祭
の
日
、

い
つ
ま
で
も
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
と
強
く
願

う
母
と
、
慈
し
む
よ

う
に
鐘
を
突
く
娘
さ
ん

の
姿
が
素
敵
で
し
た
。

〔
撮
影
・
青
森
県
階
上
町  

寺
下
観
音 

／

2
0
1
9
年
5
月
19
日
〕

第
5
回
目
に
な
る
当
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

今
回
か
ら
募
集
の
形
を
一
新
し
ま
し

た
。
写
真
は
２
Ｌ
サ
イ
ズ
の
紙
焼
き
と

し
、
そ
し
て
そ
こ
に
百
字
程
度
の
文
章

を
添
え
る
と
い
う
も
の
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
見
る
方
々
に
よ
り
作
者
の
意
図

や
そ
の
場
の
空
気
感
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
の
試
み
で
す
。
作
品
の
審
査

は
写
真
と
文
章
の
両
方
を
対
象
に
し

ま
し
た
。
お
陰
様
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

豊
か
な
作
品
が
集
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

被
災
地
の
リ
ア
ル
な
一
瞬
に
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
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髙
山 

大
輝

（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
未
来
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
』

こ
れ
ら
は
東
日
本
大
震
災
で
流
れ
着
い

た
も
の
で
す
。
深
沼
海
水
浴
場
に
は
家

族
で
潮
干
狩
り
を
し
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。
再
開
の
目
途
が
立
た
な
い
の
が

残
念
で
す
が
、
漂
流
物
さ
え
も
ふ
る
さ

と
に
し
て
今
を
歩
む
地
域
住
民
の
勇
ま

し
さ
を
込
め
ま
し
た
。

〔
撮
影
・
深
沼
海
水
浴
場
／
２
０
２
０
年
11
月

11
日
〕

高
橋 

強

（
岩
手
県
奥
州
市
）

『
陽
の
あ
た
る
場
所
か
ら
』

門
林 

泰
志
郎

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
御
霊
の
浄
土
願
う
』

市
川 

清
一

（
青
森
県
八
戸
市
）

『
ま
け
る
も
ん
か
』

村
上 

淳
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

『
龍
の
目
覚
め
』

藤
島 

純
七
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
伝
統
の
舞
』

東
日
本
大
震
災
追
悼
企
画
と
し
て

五
百
羅
漢
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
木
の

根
元
の
目
立
た
な
い
場
所
の
像
が
気
に

な
っ
た
時
、
突
然
木
の
間
か
ら
こ
の
像

だ
け
に
、
光
が
差
し
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
る
で
撮
影
し
て
欲
し
い
か
の
様
に
。

不
思
議
な
瞬
間
で
し
た
。

〔
撮
影
・
岩
手
県
陸
前
高
田
市
普
門
寺
／

２
０
２
０
年
６
月
15
日
〕

大
震
災
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
あ

の
日
を
忘
れ
ず
海
岸
に
立
つ
ひ
と
り
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
が
安

ら
か
に
浄
土
に
あ
れ
と
願
う
人
。
こ
れ

は
い
わ
き
市
久
之
浜
地
域
の
願
い
で
も

あ
り
ま
す
。
3
・
11
を
、
こ
の
日
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〔
撮
影
・
い
わ
き
市
久
之
浜
海
岸
／
２
０
１
８

年
３
月
11
日
〕

2
0
1
5
年
11
月
に
蕪
島
神
社
は
火

事
に
な
り
全
焼
し
ま
し
た
が
、
地
域
の

力
で
2
0
2
0
年
春
に
再
建
さ
れ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
と
二
度
の
大

き
な
災
害
に
あ
い
な
が
ら
、
見
事
に
復

興
し
地
域
の
人
た
ち
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
撮
影
・
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
神
社
／

２
０
２
０
年
４
月
７
日
〕

あ
の
津
波
か
ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
気

仙
沼
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
巡
礼

地
の
龍
の
松
が
目
覚
め
の
時
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
気
仙
沼
、
日
本
、

世
界
の
平
和
を
見
守
っ
て
い
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
気
仙
沼
市
／
２
０
２
０
年
２

月
２
日
〕

南
三
陸
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
祭
り

「
入
谷
打
囃
子
」。
京
都
の
祇
園
囃
子

の
流
れ
も
汲
ん
で
お
り
、
華
や
か
で
あ

る
。
大
震
災
の
年
は
休
ん
だ
が
、
被

災
を
乗
り
越
え
、
翌
年
か
ら
復
活
し

て
い
る
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
南
三
陸
町
入
谷
地
区
／

２
０
１
９
年
９
月
15
日
〕

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

丹
治 

郁
夫

（
宮
城
県
富
谷
市
）

『
祈
り
』

守
屋 
正
安
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
明
る
い
未
来
へ
！

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
供
達
』

５
月
の
連
休
の
昼
下
が
り
、
旧
中
浜

小
学
校
に
隣
接
し
た
慰
霊
塔
「
千
年

塔
」
に
静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
二

人
の
姉
弟
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
山
元
町
／
２
０
１
９
年
５
月

２
日
〕

閖
上
に
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
10
月
3
日
オ
ー
プ
ン

し
た
。
白
い
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
震
災
を

知
ら
な
い
子
供
達
が
元
気
い
っ
ぱ
い
青

空
に
向
か
っ
て
飛
び
跳
ね
て
い
た
。
こ

の
子
供
達
が
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
。
頑
張
ろ
う
、
閖
上
！

〔
撮
影
・
宮
城
県
名
取
市
閖
上
／
２
０
２
０
年

10
月
20
日
〕
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
賞
品
当
選
者
発
表

【 

最
優
秀
賞 

】

被
災
地
う
ま
い
も
の
1
万
円
分

●   

俳
句
の
部

　
古
市 

文
子 

様

●   

写
真
の
部

　
庭
野 

陽
子 

様

【 

優
秀
賞 

】

被
災
地
う
ま
い
も
の
5
千
円
分

●   

俳
句
の
部

　
鈴
木 

睦
子 

様
／
堀
　
卓 

様

●   

写
真
の
部

　
高
橋 

達
也
　
様
／
斎
藤 

奨
司 

様

【 

佳
作 

】

被
災
地
う
ま
い
も
の
2
千
円
分

●   

俳
句
の
部

　�

岸 

浩
子 

様
／
海
老
沢 

法
道 

様
／
小
野 

豊 

様
／
吉
田 

ゆ
か
り 

様

　
平
子 

玲
子 

様
／
福
田 

良
光 

様
／
島 

文
庫 

様
／
伊
藤 

弘
子 

様

　
羽
矢 

眞
人 

様
／
新
谷 

香
織 

様

●   

写
真
の
部

　
守
屋 

正
安 

様
／
藤
島 

純
七 

様
／
髙
山 

大
輝 

様
／
門
林 

泰
志
郎 

様

　
カ
マ
タ
ニ 

ヒ
サ
ト 

様
／
小
檜
山 

裕
行 

様
／
丹
治 

郁
夫 

様
／
村
上 

淳 

様

　
高
橋 

強 

様
／
市
川 

清
一 

様

【
入
選
】

東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
第
1
巻
）

●   

俳
句
の
部

　
村
田 

加
寿
子 

様
／
南 

美
智
子 

様
／
及
川 

貞
志 

様
／
菊
池 

留
美
子 

様

　
武
田 

本
子 

様
／
阿
部 

澄
江 

様
／
今
野 

紀
美
子 

様
／
板
垣 

美
樹 

様

　
八
島 

敏 

様
／
翠
風 

様
／
佐
藤 

嘉
子 

様
／
早
坂 

ひ
ろ
子 

様
／
土
生 

良
枝 

様

　
小
野 

邦
子 

様
／
須
藤 

智
恵
子 

様
／
松
永 

宏
子 

様
／
小
西 

徹 

様

　
大
柳  

純
様
／
平
塚 

漁
市 

様
／
宗
像 

眞
知
子 

様
／
國
分 

千
恵 

様

　
森
高 

さ
よ
こ 

様
／
新
妻 

洋
子 

様
／
高
萩 

弘
道 

様
／
花
形 

星
子 

様

　
関
口 

芳
男 

様
／
飛
田 

キ
ミ
子 

様
／
児
玉 

孝
子 

様
／
吉
村 

り
つ
子 

様

　
明 

惟
久
里 

様
／
伊
藤 

一
泊 

様

●   

写
真
の
部

　
庄
子 

源
六 

様
／
川
村 

裕
信 

様
／
佐
々
木 

均 

様
／
三
浦 

り
ょ
う
子 

様

　
佐
藤 

史
朗 

様
／
柏
館 

健 

様
／
横
山 

光
太
郎 

様
／
川
俣 

悠 

様

　
木
村 

東
仁 

様
／
高
平 

但 

様
／
小
野 

理
恵 

様
／
峯
村 

遥
香 

様

　
橋
浦 

忠
志 

様
／
海
老
沢 

法
道 

様
／
庄 

司
喜
一 

様
／
佐
藤 

広
和 

様

　
渡
邊 

興
次 

様

佳

　
作

佳

　
作

小
檜
山 

裕
行

（
宮
城
県
角
田
市
）

『
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
』

カ
マ
タ
ニ 

ヒ
サ
ト

（
岩
手
県
普
代
村
）

『
ご
縁
日
の
神
社
参
り
』

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
に
込
め
ら
れ

た
思
い
思
い
の
願
い
。
10
年
目

を
迎
え
そ
の
願
い
は
か
な
え
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
も
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
は
増
え
続
け
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

を
迎
え
る
そ
の
時
ま
で
は
た
め

き
は
止
ま
ら
な
い
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
山
元
町
坂
元
／

２
０
２
０
年
10
月
13
日
〕

ご
縁
日
の
愛
宕
神
社
へ
高
い
石

段
を
登
っ
て
参
拝
の
親
子
が
来

た
。
眼
下
に
は
防
潮
堤
が
高
く

構
築
さ
れ
、
復
興
が
進
む
野
田

の
町
。
大
鳥
居
の
下
に
は
露
店

も
並
び
野
田
ま
つ
り
で
賑
わ
う
。

〔
撮
影
・
岩
手
県
野
田
村
野
田
／

２
０
１
９
年
８
月
25
日
〕

❖ 

青
柳 

健
二
〔 

写
真
家 

〕

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
経
っ
た
こ
と
と
関
係
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
今
回
の

応
募
写
真
を
見
る
と
、
津
波
の
痕
跡
を
映
し
た
写
真
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
そ

の
代
わ
り
、
新
し
く
で
き
た
慰
霊
碑
や
施
設
を
映
し
た
写
真
や
、
祭
り
の
写

真
が
多
く
な
っ
た
。
被
写
体
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
こ
と
は
、
よ
り
日
常
に
近
づ
い

た
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
も
思
う
。
そ
れ
と
昨
年
の
よ
う
な
デ
ー
タ
で
の
応
募
は
や
め

て
、
プ
リ
ン
ト
で
の
応
募
を
再
開
し
た
こ
と
で
、
レ
ベ
ル
の
点
で
は
去
年
よ
り
は
高
く
な
っ

た
。
去
年
、
最
優
秀
賞
は
該
当
者
な
し
の
残
念
な
結
果
に
な
っ
た
が
、
今
年
の
上
位
受
賞

者
の
作
品
は
力
強
く
、
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
写
真
が
選
ば
れ
た
。
今
回
か
ら
は
正
式
に
コ

メ
ン
ト
も
審
査
対
象
と
な
っ
た
。
写
真
的
に
優
れ
て
い
て
も
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
「
東

北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
趣
旨
に
あ
わ
な
い
も
の
は
残
念
な
が
ら
選
外
と
な
っ
た
。

❖ 

結
城 

登
美
雄
〔 

民
俗
研
究
家
／
東
北
お
遍
路
創
生
委
員 

〕

優
れ
た
表
現
力
を
持
っ
た
写
真
で
な
く
て
も
よ
い
。
被
災
地
現
場
の
何
を
受

け
留
め
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
重
視
し
て

作
品
の
選
考
に
当
た
っ
た
。
近
年
、
被
災
地
を
訪
ね
る
と
画
一
的
な
風
景
ば

か
り
が
目
立
つ
。
巨
大
防
潮
堤
、
高
台
移
転
造
成
地
と
住
宅
、
そ
し
て
そ
れ

を
つ
な
ぐ
道
路
の
土
木
景
観
3
点
セ
ッ
ト
。
そ
れ
だ
け
見
れ
ば
被
災
地
は
復
興
し
た
と
錯

覚
さ
れ
が
ち
だ
が
、
現
地
の
人
々
は
十
年
経
っ
た
今
も
心
揺
れ
、
迷
い
な
が
ら
の
日
々
を
生

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
一
枚
一
枚
の
写
真
に
添
え
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
し
み
じ

み
と
、
そ
し
て
時
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
読
ま
せ
て
頂
い
た
。
被
災
地
を
何
度
も
辿
り

歩
き
、
受
け
留
め
た
も
の
を
真
剣
に
伝
え
よ
う
と
す
る
心
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

審
査
員
総
評



次回作品募集
●  第五回東北お遍路俳句コンテスト
	 題：自由題。ただし東北お遍路にまつわるもの
	 応募期間：2021年９月30日（必着）

●  第六回東北お遍路写真コンテスト
	 募集テーマ : 風景・人物・祭りなど、東北お遍路にまつわる写真
	 応募期間 : ２０２１年12月15日（必着）
	 応募方法 : �写真は２Ｌサイズのプリントで、コメント（100字以内）と一緒に

お送りください。

▶ コンテスト作品の送り先：
　 〒976-0022　福島県相馬市尾浜字南ノ入241-3　東北お遍路コンテスト係
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